
わかりやすい PJ-国会事故調編- 2013 年 7 月勉強会（第一回）

1 なぜ今国会事故調？

1.1 事故前と事故時の落差。

事故前「原子力の安全」は常識であった。

原子力は大きなリスクを伴う巨大なエネルギーであることを経験した。　　　

1.2 事故後 2 年

事故は終わっていない。

被災された方々は大変な状況が続く。被災地外では事故は風化が著しい。

原発は大きなリスクを伴い、リスクに対し達成可能な防護を尽くすことが必要であると学

んだ。

2 国会事故調とはなんだったのか

2.1 国会事故調の成り立ち

2011 年 12 月 8 日～2012 年 7 月 5 日(現在は解散)。

衆参全会一致の委員会法によって設置。約半年の調査期間。

[調査権限]と[事故当事者からの独立]の観点で他の事故調と一線を画す位置づけ。

キーワードは「国民」「未来」「世界」。

委員会は公開（同時配信、日英同時通訳、メディアフリー）⇒透明性を徹底。

【前提】

　◆日本が世界の信頼を、政府が国民からの信頼を喪失したこと。

　◆東電と政府は事故当事者であること。

　◆国権の最高機関である国会が当事者から独立した調査を行うこと。

2.2 国会事故調は何を言ったのか

11 の結論と 7 つの提言を行った。

7 つの提言には「やること」「やり方」「やるときの観点」を明記。

国会事故調では取り上げなかったことを明記し、今後の監視検証の継続を提言。



3 国会事故調提言はいまどうなっているのか。

3.1 海外では報告の客観性と内容が高く評価された。

　AAAS Scientific and Responsibility Award2013

　Foreign Polocy 誌 TOP Global Thinkers 2013

3.2 国会では

衆院では原子力問題特別委が設定されたが・・。

参院では動きがない

3.3 そんな日本はいまどう見えているのか

国境なき記者団 2013 年報道の自由度ランキングで、日本は 22 位⇒53 位と急落。

4 これから

4.1 事故後の推移は、私たちの中にある「思考停止」を示している？

4.2 なさなければならないのは、事実を直視し思考停止を脱することでは？

4.3 国会事故調からのメッセージ


